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都
農
業
会
議
は
６
月
20
日
に
ホ

テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
お
い
て

第
１
３
１
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

第
１
号
議
案
と
し
て
令
和
３
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
提

出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
も

と
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
ま
し
た

が
、
都
農
業
会
議
で
は
課
せ
ら
れ

た
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
会
議
や

研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開

き
、
農
業
委
員
会
や
東
京
都
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
事
業
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
号
議
案
と
し
て
理

事
と
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
理
事
29
人
の
う
ち
28
人
と
監

事
２
人
が
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
理
事
に
つ
い
て
ひ
と
り
、

こ
れ
ま
で
東
京
都
町
村
会
か
ら
推

薦
さ
れ
理
事
に
就
任
し
て
い
た
瑞

穂
町
の
杉
浦
裕
之
町
長
が
退
任

し
、
新
た
に
日
の
出
町
の
田
村
み

さ
子
町
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
会
長
、
副
会

長
、
専
務
理
事
を
選
定
す
る
理
事

会
が
開
か
れ
、
互
選
に
よ
り
青
山

佾
会
長
と
吉
川
庄
衞
副
会
長
、
城

田
恆
良
副
会
長
、
角
田
由
理
子
専

務
理
事
が
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
に
令
和
４
年
度
の
事
業
計

画
を
説
明
し
た
ほ
か
、
農
業
委
員

会
と
農
業
会
議
の
提
携
活
動
の
重

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
篠
吉
和
会
長
）
は
６
月
17
日
、

Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
に
お
い
て

第
52
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
令
和
３
年
度

点
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、 

全
国
農
業
新
聞
の
普
及

推
進
に
功
労
の
あ
っ
た
農
業
委
員

会
な
ら
び
に
「
第
28
回
農
業
委
員

会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
農

業
委
員
会
に
対
す
る
表
彰
状
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
し
な
い
も
と
で
も
取
り
組

め
る
活
動
と
し
て
全
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

と
り
ま
と
め
会
員
に
報
告
し
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
度
の
計
画
で
も
同
様

の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

都
農
業
会
議
は
第

１
３
１
回
通
常
総
会

の
終
了
後
に
事
業
推

進
協
議
会
を
開
き
ま

し
た
。

第
１
３
１
回
通
常
総
会
開
く

　
　
　
　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
を
承
認

理
事
ひ
と
り
を
選
任
／
理
事
・
監
事
が
再
任
さ
れ
る

　

本
年
度
も
８
月
～
10
月
を
「
農

地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」

と
し
て
設
定
し
、
農
地
の
保
全

と
利
活
用
の
促
進
に
、
全
都
的

に
取
り
組
み
ま
す
。　

　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

と
と
も
に
、
都
市
農
地
貸
借
円

滑
化
法
や
農
地
中
間
管
理
事
業

な
ど
農
地
制
度
の
周
知
と
活
用

を
進
め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

都
内
の
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
農
地
の
保
全
や

利
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

８
月
～
10
月
は
「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」
で
す

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
第
52
回
通
常
総
会
開
く

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
を
決
定

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
・

農
業
委
員
会
と
の
提
携
活
動
を
説
明

令
和
４
年
度
第
１
回
事
業
推
進
協
議
会

第131回通常総会の様子

都クラブ総会で挨拶をする篠吉和会長

あ　

ぜ　

み　

ち

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
第
７
波

に
突
入
。
対
面
で
の
事
業
実
施

が
難
し
く
な
っ
た
。
▼
す
っ
か
り

浸
透
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
は
、
合

理
的
で
効
率
的
な
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
・
リ
カ
バ
リ
ー
の
優
等
生
だ
。

だ
が
、
未
だ
に
何
処
か
違
和
感

が
残
る
。
▼
あ
る
心
理
学
者
は
、

「
コ
ロ
ナ
は
時
間
と
空
間
と
声
を

失
わ
せ
た
」
と
い
う
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
は

時
と
場
を
共
有
し
、
顔
を
見
て

声
を
交
わ
せ
る
。
対
面
と
異
な

る
と
す
れ
ば
「
空
気
」
か
。
空

気
が
時
を
時
間
に
、
場
を
空
間

に
変
え
る
。
違
和
感
は
、
同
じ

空
気
を
共
有
で
き
な
い
た
め
か

も
し
れ
な
い
。
▼
昔
、
旅
先
で
、

「
女
王
陛
下
に
『
会
っ
た
』」
と
言

う
と
、『
見
た
』
の
間
違
い
だ
ろ

う
と
直
さ
れ
、「
微
笑
み
を
返
し

て
下
さ
っ
た
」
と
抵
抗
し
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
対
面
に
勝
る
も

の
な
し
。
▼
３
年
振
り
に
、
絢
爛

豪
華
な
山
鉾
が
、
疫
病
退
散
を

願
い
、京
の
都
大
路
を
巡
行
し
た
。

祈
り
よ
届
け
！

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
３
８
９
号　

令
和
４
年
７
月
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６
月
理
事
会

６
月
20
日
に
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ

ア
東
京
立
川
で
開
催
し
た
。
①

会
長
の
選
任
、
②
副
会
長
の
選

任
、
③
専
務
理
事
の
選
任
、
④

常
設
審
議
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

第
３
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
開
催
し

た
。
①
農
地
法
第
４
条
・
５
条

の
農
地
転
用
許
可(

５
月)

の

状
況
に
つ
い
て
東
京
都
か
ら
報

告
が
さ
れ
た
ほ
か
、
②
農
地
中

間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利
用

配
分
計
画
の
決
定
及
び
使
用
収

益
権
の
設
定
（
６
月
）
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。
あ

わ
せ
て
①
農
地
保
全
・
利
活
用

促
進
月
間
要
領
に
つ
い
て
、
②

農
業
委
員
会
と
認
定
農
業
者
等

と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
協

議
し
決
定
し
た
。

７
月
理
事
会

７
月
19
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
に
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
方
式

で
開
催
し
た
。

令
和
４
年
度
臨
時
総
会
の
開

催
日
及
び
場
所
を
決
定
し
た
ほ

か
、
提
出
議
案
と
し
て
、
①
理

事
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
、
②

令
和
４
年
度
収
支
予
算
の
補
正

に
つ
い
て
、
③
農
業
委
員
会
法

第
53
条
に
基
づ
く
東
京
都
へ
の

意
見
の
提
出
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

第
４
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
続
い
て
開
催
し

た
。
①
農
地
法
第
４
条
・
５
条

の
農
地
転
用
許
可
（
６
月
）
の

報
告
案
件
は
な
く
、
②
農
地
中

間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利
用

配
分
計
画
の
決
定
及
び
使
用
収

益
権
の
設
定
（
７
月
）
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

あ
わ
せ
て
認
定
農
業
者
制
度

な
ら
び
に
認
定
新
規
就
農
者
制

度
の
推
進
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

（
基
盤
強
化
法
）
な
ど
の
一
部
改

正
を
含
む
、
人
・
農
地
関
連
法
が

５
月
20
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
主
な
改
正

の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

基
盤
強
化
法
の
一
部
改
正
で

は
、
市
町
村
は
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
基
本
構
想
を
定
め
ま
す
。

そ
し
て
、
協
議
・
公
表
し
た
区
域

ご
と
に
計
画
（
地
域
計
画
）
の
案

を
作
成
し
、
目
標
等
を
表
示
し
た

地
図
と
と
も
に
一
定
期
間
の
公
告

を
経
て
策
定
・
公
表
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
篠
吉
和
会
長
）
と
都
農
業
会
議

は
６
月
17
日
の
都
ク
ラ
ブ
総
会
後

農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま

し
た
。

練
馬
区
の
株
式
会
社
山
口
ト
マ

ト
農
場
の
代
表
取
締
役
山
口
卓
さ

ん
を
招
き
、
「
私
の
農
業
経
営
と

農
福
連
携
」
と
題
し
、
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
消
費
者
へ
の
直

接
販
売
を
主
軸
に
据
え
、
食
味
を

重
視
し
た
栽
培
方
法
や
品
種
へ
の

切
り
替
え
な
ど
、
経
営
努
力
を
重

ね
る
山
口
ト
マ
ト
農
場
の
概
要
や

経
営
の
変
遷
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
力
の
確
保
と
し
て
、

近
隣
の
福
祉
事
業
所
の
利
用
者
が

施
設
外
就
労
と
し
て
農
作
業
に
従

事
し
、
そ
の
労
働
対
価
を
支
払
う

「
農
福
連
携
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

５
月
31
日
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ

Ｂ
Ｅ　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
（
渋
谷

公
会
堂
）
に
お
い
て
令
和
４
年
度

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開

か
れ
、
東
京
か
ら
も
多
く
の
農
業

委
員
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
国
に
対
す
る
政
策
提

案
や
農
業
委
員
会
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
都
内
の

参
加
者
は
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

に
移
動
し
、
都
農
業
会
議
主
催
に

関
連
法
の
改
正
と
し
て
、
農
地

中
間
管
理
事
業
法
の
一
部
改
正
で

は
、
「
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進

計
画
」
が
新
設
さ
れ
、
基
盤
強
化

法
の
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画
」

が
統
合
さ
れ
ま
す
。

農
地
法
の
一
部
改
正
で
は
、
農

地
法
３
条
の
下
限
面
積
要
件
が
廃

止
と
な
り
ま
す
。　

改
正
法
の
施
行
は
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
の
想
定
で
す
が
、
２

年
間
の
移
行
期
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

て
都
農
業
会
議
が
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培

に
お
け
る
肥
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

や
農
福
連
携
に
取
り
組
む
際
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者
と

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
し
た
国
会
議
員
に
対
し
、

市
街
化
区
域
を
抱
え
る
区
市
の
農

業
委
員
会
長
か
ら
は
「
特
定
生
産

緑
地
制
度
の
指
定
申
請
が
進
ん
だ

が
、
一
方
で
相
続
を
契
機
に
農
地

が
減
る
状
況
は
続
い
て
い
る
」
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
複
数
の
農
業
委
員
会
長

か
ら
、
燃
料
や
資
材
が
高
騰
し
て

農
家
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
な
ど
の
一
部
改
正
が

参
議
院
で
可
決
・
成
立

農
地
法
３
条
下
限
面
積
要
件
の
廃
止
な
ど
盛
り
込
む

ト
マ
ト
栽
培
の
経
営
に
お
け
る

農
福
連
携
の
取
組
に
学
ぶ

東
京
都
農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
会
を
開
く

農
地
の
減
少
や
農
家
の
経
営
状
況
を
訴
え
る

山口卓氏「私の農業経営と農福連携」
講演の様子

国会議員との意見交換会で意見を
述べる青山佾会長
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令
和
３
年
度
農
業
振
興
地
域
等

の
農
業
実
態
調
査
事
業
「
認
定
農

業
者
お
よ
び
認
定
新
規
就
農
者
の

農
地
利
用
に
関
す
る
意
向
調
査
の

概
要
と
結
果
」
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

【
調
査
概
要
】
農
業
振
興
地
域
で
営

農
す
る
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規

就
農
者
の
意
向
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
農
業
振
興
地
域
の
施
策
立

案
等
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
。

　

本
調
査
は
、
東
京
都
が
一
般
社

団
法
人
東
京
都
農
業
会
議
に
委
託

し
た
も
の
。

【
調
査
方
法
】
農
業
委
員
会
・
市
町

村
の
協
力
を
得
て
、
調
査
書
を
配

布
・
回
収
し
た
。

【
主
な
調
査
事
項
】
①
回
答
者
の
概

要
、
②
回
答
者
の
農
地
の
利
用
に

関
す
る
状
況
と
意
向
、
③
農
業
用

水
に
つ
い
て
な
ど
。

【
調
査
結
果
】
対
象
者
数
２
０
４
件

の
う
ち
、96
件
の
有
効
回
答
が
あ
っ

た
。

①
多
摩
地
域

　

調
査
回
答
者
は
、
60
才
代
が
最

も
多
く
29
・
６
％
、
50
才
未
満
は

29
・
７
％
と
な
っ
た
。

　

各
経
営
の
販
売
額
の
多
い
部
門

（
１
位
）
は
、
露
地
野
菜
が
48
・
１
％

で
主
と
な
る
部
門
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
施
設
野
菜
が
20
・
４
％
と

な
っ
た
。

　

経
営
し
て
い
る
農
地
面
積
（
所

有
面
積
）
は
、「
50
ア
ー
ル
以
上

１
０
０
ア
ー
ル
未
満
」
が
30
・
８
％

で
最
も
多
く
、「
１
０
０
ア
ー
ル
以

上
」
が
34
・
６
％
と
な
っ
た
。

　

農
地
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、

「
10
ア
ー
ル
未
満
」
が
最
も
多
く

38
・
５
％
と
な
り
、「
１
０
０
ア
ー

ル
以
上
」
が
17
・
２
％
と
な
っ
た
。

　

農
地
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て「
今

後
農
地
を
借
り
た
い
」
と
回
答
し

た
経
営
は
50
・
１
％
と
な
っ
た
。

借
入
に
際
し
て
望
む
条
件
は
、「
自

宅
・
既
存
の
農
地
か
ら
の
距
離
が

近
い
」
が
最
も
多
く
64
・
３
％
、

次
い
で
「
長
期
的
に
借
り
ら
れ
る

見
込
み
が
あ
る
」
が
57
・
１
％
と

な
っ
た
。

　

農
業
経
営
を
進
め
る
上
で
、
重

要
だ
と
考
え
る
こ
と
は
、「
労
働
力

の
確
保
」
が
最
も
多
く
72
・
２
％
、

次
い
で
「
出
荷
・
販
売
先
の
確
保
」

が
61
・
１
％
と
な
っ
た
。

　

農
業
用
水
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
は
、「
農
地
全
域
に
農
業
用
水
が

整
備
さ
れ
て
い
る
」
は
５
・
６
％
に

と
ど
ま
り
、「
農
業
用
水
の
整
備
が

な
い
が
、
必
要
と
し
て
い
る
」
が

29
・
６
％
、「
農
業
用
水
の
整
備
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
必
要
と
し
て

い
な
い
」
が
24
・
１
％
と
な
っ
た
。

②
島
し
ょ
地
域

　

調
査
回
答
者
は
、
60
才
代
が
最

も
多
く
33
・
３
％
、
50
才
未
満
は

26
・
１
％
と
な
っ
た
。
各
経
営
の

販
売
額
の
多
い
部
門
（
１
位
）
は
、

花
き
が
48
・
８
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
露
地
野
菜
が
24
・
４
％
、

果
樹
が
12
・
２
％
と
な
っ
た
。

　

経
営
し
て
い
る
農
地
面
積
（
所

有
面
積
）
は
、「
10
ア
ー
ル
未
満
」

が
37
・
８
％
で
最
も
多
く
、「
１
０
０

ア
ー
ル
以
上
」
が
27
・
０
％
と
な
っ

た
。

　

農
地
の
借
入
に
つ
い
て
「
今
後

農
地
を
借
り
た
い
」
と
回
答
し
た

経
営
は
31
・
７
％
と
な
っ
た
。
借

り
入
れ
に
際
し
て
望
む
条
件
は
、

「
自
宅
・
既
存
の
農
地
か
ら
の
距
離

が
近
い
」
が
最
も
多
く
71
・
４
％
、

次
い
で
「
支
払
う
賃
料
が
納
得
で

き
る
水
準
で
あ
る
」
が
57
・
１
％

と
な
っ
た
。

　

農
業
経
営
を
進
め
る
上
で
、
重

要
だ
と
考
え
る
こ
と
は
、「
施
設
（
ハ

ウ
ス
）
な
ど
の
整
備
」
が
最
も
多

く
54
・
８
％
、
次
い
で
「
労
働
力

の
確
保
」
が
52
・
４
％
と
な
っ
た
。

　

農
業
用
水
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
は
、「
農
地
全
域
に
農
業
用
水
が

整
備
さ
れ
て
い
る
」
が
最
も
多
く

42
・
９
％
で
あ
る
一
方
、「
農
業
用

水
の
整
備
が
な
い
が
、
必
要
と
し

て
い
る
」
が
23
・
８
％
と
な
っ
た
。

農
業
振
興
地
域
の
認
定
農
業
者
お
よ
び
認
定
新
規

就
農
者
の
農
地
利
用
に
関
す
る
意
向
調
査
結
果
報
告
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園

協
会
（
加
藤
義
松
理
事
長
）
は
、
６

月
13
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
で

令
和
４
年
度
通
常
総
会
を
開
き
、
会

員
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

川
島
吉
雄
議
長
（
東
村
山
市
）
の

進
行
の
も
と
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
、
及
び
令
和
４
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
に
つ
い
て

審
議
し
、
６
議
案
す
べ
て
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

　

都
内
の
新
規
就
農
者
や
新
規
就

農
を
目
指
す
者
な
ど
で
構
成
す
る

「
東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ
―
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
！
」
が
６
月
22
日
に
八
王
子
市

元
本
郷
で
農
産
物
直
売
所
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
８
月
に
八
王
子
市
で
農

地
を
借
り
農
業
参
入
す
る
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
所
「
風
の
谷
」

と
の
共
同
運
営
の
直
売
所
で
、
販

売
は
「
風
の
谷
」
の
メ
ン
バ
ー
（
利

用
者
）
が
携
わ
り
ま
す
。

　

６
月
17
日
に
は
プ
レ
マ
ル
シ
ェ

が
開
か
れ
、
多
く
の
来
店
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

店
長
の
三
菅
龍
一
さ
ん
（
33
）

は
「
新
規
就
農
者
と
福
祉
が
協
力

し
あ
う
農
福
直
売
所
、
そ
し
て
地

産
地
消
を
扱
う
お
店
と
し
て
発
展

ナ
感
染
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究

会
、
情
報
交
換
の
機
会
の
充
実
を
図

り
、
会
員
相
互
の
連
携
強
化
に
努
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
総
会
前
に
は
、
３
年
ぶ
り
に

会
員
研
究
会
を
開
き
、
土
壌
や
肥
料

の
基
礎
知
識
や
連
作
障
害
の
原
因
な

ど
栽
培
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
会
員

の
畑
の
土
壌
分
析
結
果
も
交
え
な
が

ら
、
後
藤
逸
男
先
生
（
東
京
農
業
大

学
名
誉
教
授
・
全
国
土
の
会
会
長
）

が
講
演
し
ま
し
た
。

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

通
常
総
会
・
会
員
研
究
会
開
く

全
国
農
業
体
験
農
園
協
会

全
国
農
業
新
聞 

普
及
推
進
功
労
農
業
委
員
会
・

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
農
業
委
員
会

表
彰
授
与
式

新
規
就
農
者
と
福
祉
が
協
力
し
あ
う

　

農
福
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

　

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
た
び
全

国
農
業
新
聞
へ
の
普
及
活
動
お
よ

び
第
28
回
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
農
業
委
員
会
に
対
し
て

表
彰
状
・
記
念
品
の
授
与
式
を
開

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
家
戸
数
対
比
普
及
率

の
部
で
全
国
１
位
の
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
東
村
山
市
農
業
委
員

会
（
増
田
勝
義
会
長
）
は
、
５
月

31
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
農
業
委

員
会
会
長
大
会
に
お
い
て
全
国
農

業
会
議
所
國
井
正
幸
会
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
授
賞
農
業
委
員
会
名

■
農
業
委
員
・
推
進
委
員
数
対
比

普
及
率
の
部
◆
全
国
３
位
東
村
山

市
◆
全
国
７
位
狛
江
市

■
農
家
戸
数
対
比
普
及
率
の
部
◆

全
国
１
位
東
村
山
市

◆
東
村
山
市
◆
立
川
市
◆
狛
江
市

◆
日
野
市
◆
清
瀬
市 

◆
青
梅
市

◆
東
村
山
市
◆
立
川
市
◆
狛
江
市

◆
日
野
市
◆
清
瀬
市
◆
青
梅
市
◆

杉
並
区
◆
瑞
穂
町
◆
小
金
井
市
◆

江
戸
川
区

◆
多
摩
市

８
月
～
９
月
の
日
程

８
・
４ 

㈭ 

～
５
㈮

 

農
地
専
門
職
員
研
修
会

８
・
17 

㈬ 

臨
時
総
会

８
・
17 

㈬ 

理
事
会

８
・
17 

㈬ 

常
設
審
議
委
員
会

８
・
29 

㈪ 

農
地
中
間
担
当
者
会
議

８
・
29 

㈪ 

新
規
就
農
・
貸
借
会
議

８
・
30 

㈫ 

担
い
手
育
成
会
議

８
・
30 

㈫ 

主
任
職
員
協
議
会

８
・
30 

㈫ 

都
職
研
研
究
集
会
・
役
員
会

９
・
２ 

㈮ 

広
報
研
究
会

９
・
６ 

㈫ 

区
農
業
委
員
研
修

９
・
８ 

㈭ 

南
農
委
推
進
委
員
研
修

９
・
13 

㈫ 

北
農
委
推
進
委
員
研
修

９
・
15 

㈭ 

西
農
委
推
進
委
員
研
修

９
・
16 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

９
・
29 

㈭ 

農
地
部
会
長
研
究
集
会

　

今
年
度
も
「
東
京
都
農
作
物

生
産
状
況
調
査
」
を
、
都
内
全

域
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
各
農
作
物
の
作

付
面
積
や
出
荷
量
な
ど
を
調
査

す
る
も
の
で
、
補
助
事
業
な
ど

の
根
拠
と
な
る
基
礎
デ
ー
タ
を

把
握
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　

農
業
委
員
・
推
進
委
員
、
農

業
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
の
回
答
内
容
は
、

他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

5月31日に開かれた全国会長大会で表彰を受ける
東村山市農業委員会（増田会長）

6月 22 日にオープンした東京ＮＥＯ－
ＦＡＲＭＥＲＳ！＆風の谷 Vegetable Shop

●
全
国
十
傑
表
彰

●
全
国
農
業
会
議
所
表
彰

●
東
京
都
農
業
会
議
表
彰

●
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル


